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問 1. A ∈ Mn(R)を正定値対称実行列とする. Aの対角成分が正実数であることを示せ.

問 2. R3 に通常の内積を入れる.

(1) 6x+ 3y − 2z = 0, (x, y, z) ∈ R3 で定まる平面に関する鏡映変換の (標準基底に関する)行列を求めよ.

(2) B = (e1, e2, e3)を R3 の標準基底とする. 直線

D = R

1
1
1


を軸とする回転変換で, r(e1) = e2 を満たすものを考える. MatB(r)を求めよ.

問 3. 以下の行列を考える.

A :=
1

3

 3 −4 4
−4 1 0
4 0 5


α := 3

√
3とおく. αを用いて B3 = Aを満たす 3次の実対称行列 B を一つ求めよ.



問４と問５は任意です (正確に解答できた場合は加点となります).

問 4 (任意). 自然数 n ≥ 2に対し,

An :=


1

1
. . .

1

 ∈ Mn(R)

とおく.

(1) An が直交行列であることを示せ.

(2) An の標準形を求めよ. 但し,「標準形」とは, 講義ノート定理 1.16が与えるものとする (すなわち, 1, −1,

R(θ) (θ ∈ R− Zπ)を対角ブロックとする行列のことである).

問 5 (任意).

(1) A ∈ Mn(C)を正規行列とする. A∗ = f(A)を満たす多項式 f(X) ∈ C[X]が存在することを示せ.

(2) A ∈ Mn(R)を正規行列とする. このとき, tA = g(A)となる g(X) ∈ R[X]が存在することを示せ.


